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メンタルヘルス相談を
ご利用になられる方

相 談 員

相 談 場 所

利 用 方 法

相 談 時 間

費 用 負 担

実 施 期 間

プ ラ イ バ シ ー

奈良県市町村職員共済組合の組合員およびその家族（被扶養者およ
び同居するご家族）

財団法人信貴山病院　ハートランドしぎさん

個人情報保護法を遵守し、相談員は、相談者のプライバシーを厳守し
機密を保持します。

毎年4月1日から翌年3月31日までの期間（毎年度継続更新）

受付時間内で1回につき60分以内

予約した日に、カウンセリング室で組合員証または、組合員被扶養者
証を提示してから、メンタルヘルス相談を受けてください。
※カウンセリングの際、医師の診察および診断は行いません。

相談料は共済組合が負担
※ただし、1人同一内容につきカウンセリングは、3回以内を限度とし
ます。

利用者本人が、相談予約専用電話で臨床心理士に直接、相談日時の
予約をしてください。
受付時間：午前9時から午後4時まで
             【日・祝祭日および年末年始（12月30日～1月3日）を除く】

「ハートランドしぎさん」に勤務する臨床心理士

 　0745-72-5307相談予約専用電話　0745-72-5307

組合員および家族の健康づくりを目的として、メンタルヘルス相談を下記のとおり行っています。

◎健康（心の相談）に関すること
　・病気の症状・病気の心配・薬の疑問・心身の不調など
◎育児や介護に関すること
　・育児の不安・高齢者のケア・介護など
◎事故に関すること
　・食事・運動・睡眠・休養など
◎健康に関する情報の提供
　・医療・介護・保育等の福祉機関の施設など
その他、健康全般に関することは何でも相談ください。

※「電話健康相談」ご利用にあたって
電話健康相談は、一般的な助言の範囲内で健康
にかかわる相談のみを行っています。診断、治療
等の医療行為を行うものではありません。電話
相談事業では、個人情報保護法を遵守していま
す。また相談員等は相談者のプライバシーを厳
守し機密を保持します。ご相談の内容が他に知ら
れることは絶対にありません。
※この電話健康相談は、当共済組合が信頼できる
専門機関に依頼して開設しているものです。

長寿医療制度（後期高齢者医療制度）について

長寿医療制度（後期高齢者医療制度）とは、75歳以上の方々の医療費を国民全体で支える仕組みです。

①75 歳以上の方を対象とした独立の医療制度とし、公費を重点的に投入（給付費の 5割）。
②都道府県単位で運営。
・国保では、市区町村によって保険料に最大 5倍の格差がありましたが、長寿医療制度では、2倍に縮まります。
③高齢者お一人おひとりが、公平に、保険料を負担。
・トータルで従来と同水準の1割です。これまでは、国保など加入する制度によってバラバラでしたが、これからは
一本化し、同じ都道府県内で、同じ所得であれば、原則、同じ保険料となります。

・若い世代の方々の負担（給付費の4割）が重くなり過ぎないよう、ご負担をお願いします。
・サラリーマンなどとして働かれている家族が加入している医療保険の被扶養者であった方には、移行措置を講
じます。
　※20 年 4月～9月は保険料負担を凍結、20 年 10月～21 年 3月は本来の保険料の1割負担
④保険料は、原則として、年金からお支払いいただきます。
・高齢者の皆さまに金融機関の窓口でお支払いいただくなどの手間をおかけしないためです。また、保険料徴収
のための行政の無駄なコストを省くこともできます。
⑤75 歳以上と74歳以下で受けられる医療に違いはありません。
加えて、お一人おひとりに寄り添って、生活面も含め、丁寧に診ていく医療を提供します。

・「高齢者担当医」が心と体の全体を診て、外来から入院先の紹介、在宅医療まで継続して関わる仕組みを導入
　します。
・医師の訪問診療や訪問看護などの在宅医療を充実します。

POINT 1 75 歳以上の方お一人おひとりに、被保険者証を交付します。
　これまでは加入する制度の被保険者証と老人医療受給者証の 2 枚必要でしたが、これからは被保険者証
1 枚で医療を受けられます。大切に使ってください。

　あくまでも、ご本人と医療機関が希望される場合です。
　特定の医師にしか診てもらえなくなるわけでもありません。

POINT 2 国保と比べ、保険料は、平均的には、これまでよりも低くなります。

POINT 4 ご自身の担当医を持つことが可能になります。

POINT 4 都道府県単位とし、安定的な運営が可能となります。

POINT 3 医療機関に支払う窓口負担は、これまでと同様、原則 1 割負担
（現役並みの所得がある方は、3 割負担）

　一番普及している算定方式によって全国平均の保険料で比較すると、基礎年金や平均的な厚生年金だけで
暮らしておられる方は、負担が軽減されます。
・基礎年金（月額 6.6 万円）だけの単身　1 人 1,000 円／月（←国保 2,800 円／月）
・平均的な厚生年金（月額 16.7 万円）の単身・夫婦　夫 5,800 円／月（←国保 7,700 円／月）
　国保の保険料の算定方式が長寿医療制度とは異なるなどの自治体において、負担が増える場合もあります。

〈その他のポイント〉
●年金からの保険料のお支払いは、金融機関などで納めていただく手間をなくすため。行政の無駄なコストも省
かれます。ご理解ください。
●サラリーマンに扶養されている方の保険料は、4月～9月は 0円、10月～来年 3月は本来の保険料の 1 割負
担（平均 350 円／月）となります。
●制度を身近で親しみやすいものにするため、通称を「長寿医療制度」としました。

お一人おひとりにとって、何が変わるの？

◆制度内容や各種手続きについては、奈良県後期高齢者医療広域連合または居住地の市町村窓口へお問い合わせ願います。

厚生労働省通知

No.213 お知らせ
食生活健康講座の実施について
　共済ニュースすこやか４月号にて平成２０年度保健事業のご案内をいたしましたが、健康対策事業の１つとして予定いたしております「食生活
健康講座」につきましては、実施月を７月から９月に変更となりましたので、お知らせいたします。




